
教科又は教職に関する科目：教職教養課題特講 

 

「教職教養課題特講」の評価 

 

社会科教育・鴛原 進 

 

 

１．授業の基本情報・概要 

 

(1)授業担当者 

 富田英司先生と鴛原 進をシラバスにおい

て登録している。 

 

(2) 授業の目的 

 授業の到達目標 

１）教科指導力についての理解を深め，実

践的知識を身につける。 

２）コミュニケーション力の基礎として，

「話す力」「聞く力」「話しあう力」を身につ

ける。 

３）教育実践に学び，教育課題を自ら発見

し，問題解決を志向する態度を身につける。 

 

(3) 愛媛大学学生として期待される能力（愛

大学生コンピテンシー）に関わる項目 

様々な状況に応じて適切な対話・討論が

できる。 

社会的関係の中で自分の行動を調整でき

る。 

地域や国内外の課題を自ら考察し，解決

に向けて行動できる。 

 

(4) 授業概要 

 本授業は，教育学部において唯一「キャリ

ア形成セミナー」に指定されている。 

履修登録者 46 人（教職教養課題特講Ⅰと

しての履修登録 1 人を含む。），単位修得者

37 人であった。 

 講義の概要は，右段のようである。 

 
 

２．授業評価・授業研究の内容 

 

 ＤＰ対応調査により 30 人から回答を得

た。 

 

 

教職教養課題特講　2019（R元）年度　講義スケジュール

回 日時（水・08:30-10:00） 担当 講義内容 教室

① 10月9日(水) 鴛原・富田 全体概要 教育学部401講義室

② 10月16日(水) 富田 地域との連携：松山市青少年センターでのフィールドワーク事前指導 教育学部401講義室

③ 10月23日(水) 富田 地域との連携：松山市青少年センターでのフィールドワーク 松山市青少年センター

④ 10月30日(水) 鴛原・愛媛県警察 地域との連携：愛媛県警による犯罪等についての講話 教育学部401講義室

⑤ 11月6日(水) 富田 教職への動機とキャリア形成，キャリア・ポートフォリオ入門・制作① 教育学部401講義室

⑥ 11月13日(水) 富田 教師へのキャリア形成：キャリア・ポートフォリオ制作②／小規模校学校の現状と課題 教育学部401講義室

⑦ 11月20日(水) 鴛原・富田 地域との連携：愛媛県の教員採用試験の状況／複式学級での授業方法 教育学部401講義室

11月27日(水)

7:30頃大学出発14時頃大学着
鴛原 地域との連携：小規模校（久万高原町立久万中学校）訪問 久万中学校

⑧ 12月4日(水) 鴛原 現在の学校教育実践のトピック：防災 教育学部401講義室

⑨ 12月11日(水) 鴛原 現在の学校教育実践のトピック：体罰 教育学部401講義室

⑩ 12月18日(水) 鴛原 現在の学校教育実践のトピック：言語活動 教育学部401講義室

⑪ 1月8日(水) 富田 作成したポートフォリオを使ったリフレクション 教育学部401講義室

なし 1月15日(水) 小規模校訪問の代替

1月17日(金)終日　6：30出発 鴛原 地域との連携：小規模校（上島町立弓削小学校・生名小学校）訪問 弓削小学校・生名小学校

なし 1月22日(水) 小規模校訪問の代替

⑫ 1月29日(水) 鴛原 地域との連携：教員育成指標／小規模校訪問の公開報告会 教育学部401講義室

なし 2月5日(水) 小規模校訪問の代替

小規模校訪問を⑬⑭⑮分とする。

黄色のセルは「教師へのキャリア形成」

オレンジ色のセルは「現在の学校教育実践のトピック」

緑色のセルは「愛媛で教員になるモチベーション：地域との連携」

授業時間外学習
授業内容に関する小レポートを課す．また，グループディスカッションに向けて資料収集を行う

などして考えを深めておくことが求められる．

受講のルール 遅刻は厳禁．授業開始５分前には講義室に入っておく．

成績評価方法

到達目標の実現状況を評価する．評価の方法と配分は以下のとおりである．

目標１：50点（小レポート，レポート）

目標２：30点（ディスカッションの観察，レポート）

目標３：20点（学習態度の観察）

連絡先（鴛原） oshihara.susumu.mj@ehime-u.ac.jp　

※1月17日(金)弓削小学校・生名小学校訪問に参加希望の学生は、10月16日(水)までに、鴛原に、「氏名、学生番号、メールアドレス」をメールにて連絡すること

※11月27日(水)7:30-久万中学校訪問に参加希望の学生は、11月6日(水)8:30amまでに、鴛原に、別送の添付ファイル(Excel)をメールにて提出すること



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．総括 

 

 ＤＰ対応調査から，本授業は，教育学部の

ＤＰに対応しているとの認識を受講生が持っ

てくれていることがわかった。「技能：教育

活動に取り組むための十分な技能を身につけ

ている。」の観点については，次年度の課題

としたい。学生の自発的な活動についても，

より活発になるよう次年度の課題としたい。 

教職課程認定や履修の手引によると，次

年度は，「大学が独自に設定する科目」とな

る。 
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個数 / この授業で出された課題や予習・復習のため

に，授業時間外に費やした学習時間は平均で一週間

に何時間程度ですか。
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個数 / この授業で出された課題や予習・復習をおこ

なうこと以外の理由で，この授業に関連して時間外に

費やした学習時間は平均で一週間に何時間程度で

すか。
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個数 / この授業を受けて，自分で自発的に読んだ本

や論文の数はいくつですか。ない場合は0とご入力く

ださい。
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個数 / この授業をきっかけにして取り組んだ，教育実

践や授業時間外での制作等の自発的活動は何件あ

りますか。ない場合は0とご入力ください。


